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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
三菱マテリアル株式会社　筑波製作所　安全環境管理室の練木です。本日は廃棄物ゼロエミッション継続の取組みについて発表します。



1．はじめに 筑波製作所の場所
茨城県常総市

◆地酒「一人娘」

◆名物「いしげだんご 」

西の富士、東の筑波

60km

日本百名山（877m）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、筑波製作所ですが、東京より直線距離で60㎞。筑波山が見える常総市に位置しています。
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1．はじめに 筑波製作所 全景

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
1992年から常総市へ移設され操業しており、現在約850名が働いています。西棟・東棟・第2東棟の3つの棟があり、その他にもグラウンドや体育館もあります。ここでは主にインサートの製造を行っています。



1．はじめに 産業廃棄物の発生割合
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赤字：廃棄 青字：有価回収 黒字：該当なし

産業廃棄物（廃棄物）
①燃え殻 ⑪がれき類
②汚泥 ⑫ばいじん
③廃油 ⑬紙くず
④廃酸 ⑭木くず
⑤廃アルカリ ⑮繊維くず
⑥廃プラスチック類 ⑯動植物性残さ
⑦ゴムくず ⑰動物系固形不要物
⑧金属くず ⑱動物のふん尿
⑨ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず

⑲動物の死体

⑩鉱さい ⑳その他

汚泥
39％

廃アルカリ
19％

廃油
15％

廃プラ
14％

2021年度データ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
筑波製作所では表の赤字で表記したものを廃棄しております。2021年度は汚泥39％、廃アルカリ19％、廃油15％、廃プラ14％が発生しています。青字で表記した金属くずや紙くずに関しては有価回収を行っています。



1．はじめに 筑波製作所のゼロエミッションとは
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【ゼロエミッション（ゼロエミ）】
産業廃棄物をリサイクルや燃料化等により

埋め立て処分をゼロにする

筑波製作所は2010年から廃棄物のゼロエミッションを継続中

②汚泥

⑤廃アルカリ
⑥廃プラスチック類

⑭木くず

③廃油

⑨ガラスくず・コンクリート
くず及び陶磁器くず

・セメント原料
・熱エネルギー
・RPF（固形燃料）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
筑波製作所のゼロエミッションの定義は、「産業廃棄物に関し、埋め立て処分をゼロにすること」になります。産業廃棄物は産廃業者の処分場へ運搬され、すべてセメント原料や熱エネルギー、固形燃料であるRPFへ生まれ変わります。2010年に達成して以来現在継続中です。



2．ゼロエミ継続の危機及び対策
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2017年
中国輸出規制による廃プラ廃棄物の輸入停止

・国内で廃プラ廃棄物が飽和
・他の産業廃棄物の受け入れ制限
・有価物の一部が回収不可

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、ここからはゼロエミッションの継続における危機についてご説明いたします。ご存じの方もおられるかと思いますが、2017年、中国で廃プラ廃棄物が輸入停止となり、日本国内の廃プラ廃棄物が行き場を失うといった「中国輸出規制」が起こりました。国内の処分場で廃プラ処分の割合が大きくなったことから、他の廃棄物の処分状況にも大きく影響し、廃プラ以外の廃棄物も受け入れ制限が行われました。そのため、日本国内で発生する産業廃棄物の受け入れ状況が大きく変わり、筑波製作所にも産業廃棄物の受け入れに関して、大きな影響がありました。



2．ゼロエミ継続の危機及び対策
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問題点 対応

①産廃業者との新規契約が困難 ①処分場の操業停止に備えた代替
業者の確保

②一部の不要物が有価回収がで
きない

②回収不可の不要物の処理方法構
築

③産廃業者がお客を選ぶ時代に
変化 ③従業員へ廃棄物教育強化

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
筑波製作所における問題点と対応に関してまとめました。まず問題点ですが、①産業廃棄物の受け入れ制限が起こり、産廃業者との新規契約が困難になりました。②有価物業者が一部の不要物回収を取りやめることになりました。③「不適切な廃棄を行う会社とはお付き合いしない」と産廃業者がお客を選ぶ時代に変わっていきました。そこで対策として①現在契約している産廃業者以外にも契約を行いバックアップ体制ができるように代替業者の確保を進めることにしました。②有価回収できない不要物に関して処理方法の構築を試みました。③従業員に対する廃棄物に関する教育を一層強化し、当事者意識の向上に努めました。
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【苦労した点】
以下プロセスを1か月を目途調整。

①業者の選定 ②サンプル・SDS送付 ③協議（条件）
④業者の現地監査 ⑤契約締結

産廃業者の代替業者確保（災害発生時の対応）
2．ゼロエミ継続の危機及び対策

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
具体例になります。まず火事や台風などの火災や自然災害により産廃業者が操業停止となり、産廃委託ができなくなる危機が発生しました。操業が行われる限り、廃棄物は発生してしまうため、一刻も早く処理場を確保しなければなりませんでしたが、受け入れ制限があり、簡単に見つけることは困難な状況でした。また、短期間で対応しなければならないことが非常に苦労しました。



9

新規業者捜索および契約締結
所内廃棄ルールの構築

グループ会社と有価回収の契約

回収不可の不要物の処理方法構築（充電池・Pbバッテリーの具体例）

2．ゼロエミ継続の危機及び対策

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、これまで有価回収できていた充電池やPbバッテリーが回収されない危機が発生しました。充電池は他に有価回収業者が見つからず、産廃委託になりましたが、ゼロエミッション条件を満たす業者捜索に難航しました。無事委託できるようになりましたが、今度は所内廃棄ルールの構築とその周知に時間を要してしまいました。また、Pbバッテリーはグループ会社と契約し、再度有価回収することができました。
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・新人・転入者へ導入教育実施
・管理職、環境担当者へ年1回以上の教育実施

従業員への廃棄物教育の強化
2．ゼロエミ継続の危機及び対策

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これまでも廃棄物については従業員に教育を行っていましたが、従来の廃棄教育ではゼロエミ継続が難しくなります。そのため教育資料の内容の見直しを行い、廃棄方法の具体化やルールの浸透に努めました。他にも廃棄状況に問題がある場合は現場で適切に指導を行い、所外へ不適切な産業廃棄物を流出させない体制づくりへと変えていきました。
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【成果】
2010年
ゼロエミッション達成

2012年
超硬工具協会 超硬工具協会賞 受賞

2015年
日本機械工具工業会 環境特別賞 受賞

3．成果と今後の取り組み

2023年3月現在 ゼロエミッション継続中

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
成果になりますが、2010年にゼロエミッションを達成して以来、筑波製作所では2023年3月まで、ゼロエミを継続することができました。ゼロエミを維持することで、筑波製作所から発生した産業廃棄物はすべて再生され、循環型社会へ大きく貢献しています。現在に至るまでに、従業員一丸となり、いくどの危機を無事乗り越えて今に至っています。
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今後もゼロエミッションを維持していくために
継続して次の取り組みを行っています。

3．成果と今後の取り組み

①3Ｒの徹底
②有価回収化
③従業員教育
④産廃業者対応
⑤産廃置き場のパトロール

ご清聴ありがとうございました

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今後も「①3Ｒの徹底②有価回収化③従業員教育④産廃業者対応⑤産廃置き場のパトロール」を地道に繰り返すことで継続していき、循環型社会へ貢献していきたいと考えます。以上で私の発表は終わりです。ご清聴いただきありがとうございました。
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